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平成１２年１２月２１日平成１２年１２月２１日平成１２年１２月２１日平成１２年１２月２１日                                                                
金融審議会第二部会金融審議会第二部会金融審議会第二部会金融審議会第二部会長長長長    

審議状況の報告審議状況の報告審議状況の報告審議状況の報告    
    
１．これまでの経緯１．これまでの経緯１．これまでの経緯１．これまでの経緯    
    
（１）（１）（１）（１）    消費者向け信用供与が拡大し、国民生活に深く関わるものとなっている状況の消費者向け信用供与が拡大し、国民生活に深く関わるものとなっている状況の消費者向け信用供与が拡大し、国民生活に深く関わるものとなっている状況の消費者向け信用供与が拡大し、国民生活に深く関わるものとなっている状況の

下で、与信業者等による個人情報下で、与信業者等による個人情報下で、与信業者等による個人情報下で、与信業者等による個人情報の取扱いの取扱いの取扱いの取扱いについてはについてはについてはについては、業界団体、業界団体、業界団体、業界団体等等等等においてにおいてにおいてにおいて自主ル自主ル自主ル自主ル

ールを整備し、対応してールを整備し、対応してールを整備し、対応してールを整備し、対応してきてきてきてきているところであるいるところであるいるところであるいるところである。しかし、近年、。しかし、近年、。しかし、近年、。しかし、近年、一部の与信業者や信用一部の与信業者や信用一部の与信業者や信用一部の与信業者や信用

情報機関からの情報漏洩を情報機関からの情報漏洩を情報機関からの情報漏洩を情報機関からの情報漏洩をはじはじはじはじめ、個人情報の不適切な取扱いめ、個人情報の不適切な取扱いめ、個人情報の不適切な取扱いめ、個人情報の不適切な取扱いがみられ、がみられ、がみられ、がみられ、プライバプライバプライバプライバ

シーや個人の権利利益の侵害に対シーや個人の権利利益の侵害に対シーや個人の権利利益の侵害に対シーや個人の権利利益の侵害に対する懸念がする懸念がする懸念がする懸念が高まっている。高まっている。高まっている。高まっている。    
    他方、多重債務に起因する自己破産の問題も深刻化しており、消費者向け信用供他方、多重債務に起因する自己破産の問題も深刻化しており、消費者向け信用供他方、多重債務に起因する自己破産の問題も深刻化しており、消費者向け信用供他方、多重債務に起因する自己破産の問題も深刻化しており、消費者向け信用供

与の適正化の観点から与の適正化の観点から与の適正化の観点から与の適正化の観点から、、、、与信業者が与信業者が与信業者が与信業者が与信判断与信判断与信判断与信判断を行うを行うを行うを行うに当たってに当たってに当たってに当たっては、適切な保護措置は、適切な保護措置は、適切な保護措置は、適切な保護措置

を前提にを前提にを前提にを前提に個人信用情報の利用の促進を図ることが必要との指摘もある。個人信用情報の利用の促進を図ることが必要との指摘もある。個人信用情報の利用の促進を図ることが必要との指摘もある。個人信用情報の利用の促進を図ることが必要との指摘もある。    
    こうした事情を背景に、大蔵省こうした事情を背景に、大蔵省こうした事情を背景に、大蔵省こうした事情を背景に、大蔵省・・・・通商産業省通商産業省通商産業省通商産業省共同の共同の共同の共同の「個人信用情報保護・利用の在「個人信用情報保護・利用の在「個人信用情報保護・利用の在「個人信用情報保護・利用の在

り方に関する懇談会」が開催され（平成り方に関する懇談会」が開催され（平成り方に関する懇談会」が開催され（平成り方に関する懇談会」が開催され（平成 9 9 9 9 年年年年 4 4 4 4月から月から月から月から 10101010 年年年年 6 6 6 6 月まで計月まで計月まで計月まで計 16161616 回）、報回）、報回）、報回）、報

告書がとりまとめられた。告書がとりまとめられた。告書がとりまとめられた。告書がとりまとめられた。さらさらさらさらに、に、に、に、同同同同懇談会の提言を懇談会の提言を懇談会の提言を懇談会の提言を受け、制度整備の在り方につい受け、制度整備の在り方につい受け、制度整備の在り方につい受け、制度整備の在り方につい

て具体的な検討を行うため、当審議会、産業構造審議会及び割賦販売審議て具体的な検討を行うため、当審議会、産業構造審議会及び割賦販売審議て具体的な検討を行うため、当審議会、産業構造審議会及び割賦販売審議て具体的な検討を行うため、当審議会、産業構造審議会及び割賦販売審議会会会会がががが合合合合

同同同同でででで「個人信用情報保護・利用の在り方に関する作業部会」「個人信用情報保護・利用の在り方に関する作業部会」「個人信用情報保護・利用の在り方に関する作業部会」「個人信用情報保護・利用の在り方に関する作業部会」をををを設置設置設置設置しししし、平成、平成、平成、平成 11111111 年年年年 1 1 1 1
月から計月から計月から計月から計 6 6 6 6回の会合を回の会合を回の会合を回の会合を経て経て経て経て、同年、同年、同年、同年 7 7 7 7月に「論点・意見の中間的な整理」を公表した。月に「論点・意見の中間的な整理」を公表した。月に「論点・意見の中間的な整理」を公表した。月に「論点・意見の中間的な整理」を公表した。    
 
（２）（２）（２）（２）    また、また、また、また、ITITITIT 革命の推進による電子商取引の急速な進展及び情報処理能力の飛革命の推進による電子商取引の急速な進展及び情報処理能力の飛革命の推進による電子商取引の急速な進展及び情報処理能力の飛革命の推進による電子商取引の急速な進展及び情報処理能力の飛

躍的な拡大が今後見込まれるとともに、国際的にも個人情報保護強化のための体制躍的な拡大が今後見込まれるとともに、国際的にも個人情報保護強化のための体制躍的な拡大が今後見込まれるとともに、国際的にも個人情報保護強化のための体制躍的な拡大が今後見込まれるとともに、国際的にも個人情報保護強化のための体制

整備が図られてきている中で、昨年来個人情報保護基本法制の制定に向けた検討整備が図られてきている中で、昨年来個人情報保護基本法制の制定に向けた検討整備が図られてきている中で、昨年来個人情報保護基本法制の制定に向けた検討整備が図られてきている中で、昨年来個人情報保護基本法制の制定に向けた検討

が進められてが進められてが進められてが進められているいるいるいる。。。。本年本年本年本年 6666 月月月月 2222 日には、日には、日には、日には、政府の情報通信技術（政府の情報通信技術（政府の情報通信技術（政府の情報通信技術（ITITITIT）戦略本部の下に）戦略本部の下に）戦略本部の下に）戦略本部の下に

設置された個人情報保護法制化専門委員会が、設置された個人情報保護法制化専門委員会が、設置された個人情報保護法制化専門委員会が、設置された個人情報保護法制化専門委員会が、「個人情報保護基本法制に関する「個人情報保護基本法制に関する「個人情報保護基本法制に関する「個人情報保護基本法制に関する

大綱案（中間整理）」を公表大綱案（中間整理）」を公表大綱案（中間整理）」を公表大綱案（中間整理）」を公表しししし、当部会においても内閣内政審議室からその内容紹介、当部会においても内閣内政審議室からその内容紹介、当部会においても内閣内政審議室からその内容紹介、当部会においても内閣内政審議室からその内容紹介

が行われた。が行われた。が行われた。が行われた。            
    さらに、さらに、さらに、さらに、10101010 月３日月３日月３日月３日にもにもにもにも当部会において、当部会において、当部会において、当部会において、再度内閣内政審議室から再度内閣内政審議室から再度内閣内政審議室から再度内閣内政審議室から「個人情報保護「個人情報保護「個人情報保護「個人情報保護

基本法制に関する大綱案」を基に基本法制に関する大綱案」を基に基本法制に関する大綱案」を基に基本法制に関する大綱案」を基に、同専門委員会における、同専門委員会における、同専門委員会における、同専門委員会における個人情報保護基本法制個人情報保護基本法制個人情報保護基本法制個人情報保護基本法制

ののののその後のその後のその後のその後の検討状況について検討状況について検討状況について検討状況について説明を受け、質疑応答を行った。説明を受け、質疑応答を行った。説明を受け、質疑応答を行った。説明を受け、質疑応答を行った。    
        
    ((((注注注注))))    10101010 月月月月 11111111 日に日に日に日に同専門委員会において同専門委員会において同専門委員会において同専門委員会において「個人情報保護基本法制に関する大綱」（以下「大「個人情報保護基本法制に関する大綱」（以下「大「個人情報保護基本法制に関する大綱」（以下「大「個人情報保護基本法制に関する大綱」（以下「大

綱」という。）の最終的なとりまとめ・公表が行われ、綱」という。）の最終的なとりまとめ・公表が行われ、綱」という。）の最終的なとりまとめ・公表が行われ、綱」という。）の最終的なとりまとめ・公表が行われ、10101010月月月月 13131313日、情報通信技術（日、情報通信技術（日、情報通信技術（日、情報通信技術（ITITITIT）戦略本部は、）戦略本部は、）戦略本部は、）戦略本部は、

同大綱を最大限尊重し、次期通常国会への提出を目指し、個人情報保護に関する基本法制（以同大綱を最大限尊重し、次期通常国会への提出を目指し、個人情報保護に関する基本法制（以同大綱を最大限尊重し、次期通常国会への提出を目指し、個人情報保護に関する基本法制（以同大綱を最大限尊重し、次期通常国会への提出を目指し、個人情報保護に関する基本法制（以

下「基本法制」という。）の立案作業を進めることを決定した。下「基本法制」という。）の立案作業を進めることを決定した。下「基本法制」という。）の立案作業を進めることを決定した。下「基本法制」という。）の立案作業を進めることを決定した。    
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        「大綱」では、個人信用情報を含め凡そ個人情報を事業の用に供している「大綱」では、個人信用情報を含め凡そ個人情報を事業の用に供している「大綱」では、個人信用情報を含め凡そ個人情報を事業の用に供している「大綱」では、個人信用情報を含め凡そ個人情報を事業の用に供している民間事民間事民間事民間事

業者等業者等業者等業者等（ただし、専ら小規模の個人情報データ（ただし、専ら小規模の個人情報データ（ただし、専ら小規模の個人情報データ（ただし、専ら小規模の個人情報データベース等のみを取り扱うベース等のみを取り扱うベース等のみを取り扱うベース等のみを取り扱う事業者等を除事業者等を除事業者等を除事業者等を除

く。）く。）く。）く。）に対し、に対し、に対し、に対し、個人情報個人情報個人情報個人情報の適正な管理や第三者提供の制限の適正な管理や第三者提供の制限の適正な管理や第三者提供の制限の適正な管理や第三者提供の制限、、、、本人の求めに応じ本人の求めに応じ本人の求めに応じ本人の求めに応じた個人た個人た個人た個人

情報の情報の情報の情報の開示・訂正・利用停止等開示・訂正・利用停止等開示・訂正・利用停止等開示・訂正・利用停止等が義務付けられている。が義務付けられている。が義務付けられている。が義務付けられている。また、また、また、また、こうした義務規定の施こうした義務規定の施こうした義務規定の施こうした義務規定の施

行に関しては、行に関しては、行に関しては、行に関しては、各業の所管大臣等が各業の所管大臣等が各業の所管大臣等が各業の所管大臣等がガイドラインを示すこと等ガイドラインを示すこと等ガイドラインを示すこと等ガイドラインを示すこと等を想定を想定を想定を想定したしたしたした上上上上でででで、、、、改善改善改善改善

命令等を含む命令等を含む命令等を含む命令等を含む主務大臣の監督権限や、その違反に対主務大臣の監督権限や、その違反に対主務大臣の監督権限や、その違反に対主務大臣の監督権限や、その違反に対するするするする罰則を設けることが明記さ罰則を設けることが明記さ罰則を設けることが明記さ罰則を設けることが明記さ

れてれてれてれている。いる。いる。いる。    
    このように、基本法制はこのように、基本法制はこのように、基本法制はこのように、基本法制は、、、、個人情報取扱個人情報取扱個人情報取扱個人情報取扱事業者全般に対して事業者全般に対して事業者全般に対して事業者全般に対して所要の所要の所要の所要の規制を課す規制を課す規制を課す規制を課す内内内内

容となっており容となっており容となっており容となっており、個人信用情報の保護、個人信用情報の保護、個人信用情報の保護、個人信用情報の保護についてについてについてについて実効実効実効実効性性性性あるあるあるある制度を構築することに資制度を構築することに資制度を構築することに資制度を構築することに資

するものであるとするものであるとするものであるとするものであると考えられる。考えられる。考えられる。考えられる。    
    さらに、さらに、さらに、さらに、「大綱」では、「大綱」では、「大綱」では、「大綱」では、個人情報であって、その性質、利用方法等に照らし、特に厳重個人情報であって、その性質、利用方法等に照らし、特に厳重個人情報であって、その性質、利用方法等に照らし、特に厳重個人情報であって、その性質、利用方法等に照らし、特に厳重

な保護を要する等、別途の措置が必要なものについては、法制上の措置その他の必な保護を要する等、別途の措置が必要なものについては、法制上の措置その他の必な保護を要する等、別途の措置が必要なものについては、法制上の措置その他の必な保護を要する等、別途の措置が必要なものについては、法制上の措置その他の必

要な措置を講ずるもの要な措置を講ずるもの要な措置を講ずるもの要な措置を講ずるものととととされているされているされているされている。。。。    
    
２．審議状況と挙げられた論点（２．審議状況と挙げられた論点（２．審議状況と挙げられた論点（２．審議状況と挙げられた論点（第二部会で出された意見のまとめ）第二部会で出された意見のまとめ）第二部会で出された意見のまとめ）第二部会で出された意見のまとめ）    
    
（１）（１）（１）（１）    11111111月月月月 15151515日に開催された当部会では、「大綱」を踏まえ、個人信用情報分野にお日に開催された当部会では、「大綱」を踏まえ、個人信用情報分野にお日に開催された当部会では、「大綱」を踏まえ、個人信用情報分野にお日に開催された当部会では、「大綱」を踏まえ、個人信用情報分野にお

ける保護・利用に関し、ける保護・利用に関し、ける保護・利用に関し、ける保護・利用に関し、基本法制に加えて基本法制に加えて基本法制に加えて基本法制に加えてどのような追加的な措置を講ずる必要があどのような追加的な措置を講ずる必要があどのような追加的な措置を講ずる必要があどのような追加的な措置を講ずる必要があ

るかという観点から審議を行った。るかという観点から審議を行った。るかという観点から審議を行った。るかという観点から審議を行った。    
    その際挙げられた意見その際挙げられた意見その際挙げられた意見その際挙げられた意見のうち、のうち、のうち、のうち、検討に当たっての基本的方向性検討に当たっての基本的方向性検討に当たっての基本的方向性検討に当たっての基本的方向性に係るものに係るものに係るものに係るものを整理を整理を整理を整理

すると以下のすると以下のすると以下のすると以下のとおとおとおとおりである。りである。りである。りである。    
    
・        「「「「大綱大綱大綱大綱」」」」においてにおいてにおいてにおいて個人個人個人個人情報を取り扱う事業者に対して情報を取り扱う事業者に対して情報を取り扱う事業者に対して情報を取り扱う事業者に対して課されている義務規定課されている義務規定課されている義務規定課されている義務規定等等等等

は、は、は、は、これまで個人信用情報これまで個人信用情報これまで個人信用情報これまで個人信用情報のののの保護保護保護保護のためにのためにのためにのために必要であると必要であると必要であると必要であると議論されてきた議論されてきた議論されてきた議論されてきた法律事項法律事項法律事項法律事項

を取り込んでいるを取り込んでいるを取り込んでいるを取り込んでいると評価できると評価できると評価できると評価できることから、基本法制が整備されれば、ことから、基本法制が整備されれば、ことから、基本法制が整備されれば、ことから、基本法制が整備されれば、業者が業者が業者が業者が自主ル自主ル自主ル自主ル

ールを運用することにより、ールを運用することにより、ールを運用することにより、ールを運用することにより、金融の分野においても金融の分野においても金融の分野においても金融の分野においても情報の保護は情報の保護は情報の保護は情報の保護は確保できる確保できる確保できる確保できるのでのでのでので

はないかはないかはないかはないかとととといういういういう意見があった。意見があった。意見があった。意見があった。    
・        これに対し、これに対し、これに対し、これに対し、①①①①上記義務規定上記義務規定上記義務規定上記義務規定の適用除外事由等がの適用除外事由等がの適用除外事由等がの適用除外事由等が曖昧で不十分曖昧で不十分曖昧で不十分曖昧で不十分である、②である、②である、②である、②取取取取

り扱う情報の性質等にかんがみり扱う情報の性質等にかんがみり扱う情報の性質等にかんがみり扱う情報の性質等にかんがみればればればれば、、、、保有するデータ保有するデータ保有するデータ保有するデータベースベースベースベース等等等等の大きさによっての大きさによっての大きさによっての大きさによって

規制対象の例外を設け規制対象の例外を設け規制対象の例外を設け規制対象の例外を設けることは適切でることは適切でることは適切でることは適切でない、守秘ない、守秘ない、守秘ない、守秘義務を課す等の特別な措置を義務を課す等の特別な措置を義務を課す等の特別な措置を義務を課す等の特別な措置を

講ずる必要性がある講ずる必要性がある講ずる必要性がある講ずる必要性があるといった理由により、業者による自主ルールに加えて、個別といった理由により、業者による自主ルールに加えて、個別といった理由により、業者による自主ルールに加えて、個別といった理由により、業者による自主ルールに加えて、個別

法を整備する必要があるのではないかという法を整備する必要があるのではないかという法を整備する必要があるのではないかという法を整備する必要があるのではないかという意意意意見もあった。見もあった。見もあった。見もあった。その際、業態ごとの縦その際、業態ごとの縦その際、業態ごとの縦その際、業態ごとの縦

割りではなく、例えば、金融商品販売法のように取引内容に着目して統一的に規割りではなく、例えば、金融商品販売法のように取引内容に着目して統一的に規割りではなく、例えば、金融商品販売法のように取引内容に着目して統一的に規割りではなく、例えば、金融商品販売法のように取引内容に着目して統一的に規

制する制する制する制する形で形で形で形でルールルールルールルールを整備すべきではを整備すべきではを整備すべきではを整備すべきではないかという意見があった。ないかという意見があった。ないかという意見があった。ないかという意見があった。    
・        自主ルール自主ルール自主ルール自主ルールについては、については、については、については、業者に業者に業者に業者にこれこれこれこれを策定・遵守させるため、どのようなインセを策定・遵守させるため、どのようなインセを策定・遵守させるため、どのようなインセを策定・遵守させるため、どのようなインセ

ンティブを与えるかンティブを与えるかンティブを与えるかンティブを与えるかを議論することを議論することを議論することを議論することが重要ではないかという意見やが重要ではないかという意見やが重要ではないかという意見やが重要ではないかという意見や、、、、自主ルールに自主ルールに自主ルールに自主ルールに
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基づく基づく基づく基づく事業者の自主規制に実効性を持たせる観点から事業者の自主規制に実効性を持たせる観点から事業者の自主規制に実効性を持たせる観点から事業者の自主規制に実効性を持たせる観点から、、、、ディスクロージャーの在りディスクロージャーの在りディスクロージャーの在りディスクロージャーの在り

方や監督当局の一定の関与を含めた仕組みづくりを検討方や監督当局の一定の関与を含めた仕組みづくりを検討方や監督当局の一定の関与を含めた仕組みづくりを検討方や監督当局の一定の関与を含めた仕組みづくりを検討し、検討結果によってはし、検討結果によってはし、検討結果によってはし、検討結果によっては

これを法的に措置でこれを法的に措置でこれを法的に措置でこれを法的に措置でききききないかという意見があった。ないかという意見があった。ないかという意見があった。ないかという意見があった。    
・        これまでの議論では、これまでの議論では、これまでの議論では、これまでの議論では、「与信との関連で収集・保有・利用される情報で返済能「与信との関連で収集・保有・利用される情報で返済能「与信との関連で収集・保有・利用される情報で返済能「与信との関連で収集・保有・利用される情報で返済能

力・支払力・支払力・支払力・支払能力を判断するための情報」能力を判断するための情報」能力を判断するための情報」能力を判断するための情報」とされるとされるとされるとされる個人個人個人個人信用情報を対象に議論してき信用情報を対象に議論してき信用情報を対象に議論してき信用情報を対象に議論してき

たたたた。しかしながら。しかしながら。しかしながら。しかしながら、、、、今般、今般、今般、今般、個人情報個人情報個人情報個人情報の全分野を包括するの全分野を包括するの全分野を包括するの全分野を包括する基本法制が制定されること基本法制が制定されること基本法制が制定されること基本法制が制定されること

となったこととなったこととなったこととなったことや、や、や、や、金融サービス金融サービス金融サービス金融サービスが与信に限らずが与信に限らずが与信に限らずが与信に限らず資産運用や資金決済等資産運用や資金決済等資産運用や資金決済等資産運用や資金決済等生活生活生活生活全般全般全般全般にににに

密着したサービスであることにもかんがみ密着したサービスであることにもかんがみ密着したサービスであることにもかんがみ密着したサービスであることにもかんがみればればればれば、従来の「信用情報」という枠組み、従来の「信用情報」という枠組み、従来の「信用情報」という枠組み、従来の「信用情報」という枠組み

にとらわれずにとらわれずにとらわれずにとらわれずにににに金融分野における金融分野における金融分野における金融分野における情報の保護・利用の在り方について情報の保護・利用の在り方について情報の保護・利用の在り方について情報の保護・利用の在り方について議論しては議論しては議論しては議論しては

どうかどうかどうかどうかという意見があった。という意見があった。という意見があった。という意見があった。    
    
（２）（２）（２）（２）    上記上記上記上記の他の他の他の他、具体的な、具体的な、具体的な、具体的な規定の在り方等に規定の在り方等に規定の在り方等に規定の在り方等についてついてついてついて以下の以下の以下の以下の意見意見意見意見が出されたが出されたが出されたが出された。。。。    
    
（第三者提供の制限について）（第三者提供の制限について）（第三者提供の制限について）（第三者提供の制限について）    
・        金融金融金融金融ビッグビッグビッグビッグバン以降、業態の垣根がなくなバン以降、業態の垣根がなくなバン以降、業態の垣根がなくなバン以降、業態の垣根がなくなりつつある中、グループ内りつつある中、グループ内りつつある中、グループ内りつつある中、グループ内のののの会社間会社間会社間会社間

でででで情報情報情報情報をををを相互利用相互利用相互利用相互利用するするするするニーズがある一方、プライバシー保護の見地から業務内容ニーズがある一方、プライバシー保護の見地から業務内容ニーズがある一方、プライバシー保護の見地から業務内容ニーズがある一方、プライバシー保護の見地から業務内容

を踏まえたファイアーウォール規制等の措置を講じる必要があるとの指摘があり、を踏まえたファイアーウォール規制等の措置を講じる必要があるとの指摘があり、を踏まえたファイアーウォール規制等の措置を講じる必要があるとの指摘があり、を踏まえたファイアーウォール規制等の措置を講じる必要があるとの指摘があり、

金融機関等が取り扱う個人情報については、金融サービスの特性や将来の動向金融機関等が取り扱う個人情報については、金融サービスの特性や将来の動向金融機関等が取り扱う個人情報については、金融サービスの特性や将来の動向金融機関等が取り扱う個人情報については、金融サービスの特性や将来の動向

に適合した第三者提供に適合した第三者提供に適合した第三者提供に適合した第三者提供制限制限制限制限の在り方を検討する必要があるの在り方を検討する必要があるの在り方を検討する必要があるの在り方を検討する必要があるのではないかのではないかのではないかのではないか。。。。    
    
（苦情の処理等について）（苦情の処理等について）（苦情の処理等について）（苦情の処理等について）    
・        「大綱」の苦情の処理等を行う団体の認定については、事業者の論理のみなら「大綱」の苦情の処理等を行う団体の認定については、事業者の論理のみなら「大綱」の苦情の処理等を行う団体の認定については、事業者の論理のみなら「大綱」の苦情の処理等を行う団体の認定については、事業者の論理のみなら

ず利用者側の利益を擁護するための工夫が必要であり、裁判外紛争処理制度とず利用者側の利益を擁護するための工夫が必要であり、裁判外紛争処理制度とず利用者側の利益を擁護するための工夫が必要であり、裁判外紛争処理制度とず利用者側の利益を擁護するための工夫が必要であり、裁判外紛争処理制度と

併せて検討併せて検討併せて検討併せて検討することが有用することが有用することが有用することが有用ではないかではないかではないかではないか。。。。    
    
（罰則について）（罰則について）（罰則について）（罰則について）    
・        個別法制において刑罰を規定する場合、その必要性及び構成要件の明確化を個別法制において刑罰を規定する場合、その必要性及び構成要件の明確化を個別法制において刑罰を規定する場合、その必要性及び構成要件の明確化を個別法制において刑罰を規定する場合、その必要性及び構成要件の明確化を

図る必要がある図る必要がある図る必要がある図る必要があると思われると思われると思われると思われるが、行政処分を待たずに刑罰を課が、行政処分を待たずに刑罰を課が、行政処分を待たずに刑罰を課が、行政処分を待たずに刑罰を課すことやすことやすことやすことや、外部者に、外部者に、外部者に、外部者に

よる情報窃取もよる情報窃取もよる情報窃取もよる情報窃取も刑罰の刑罰の刑罰の刑罰の対象にすることが考えられる対象にすることが考えられる対象にすることが考えられる対象にすることが考えられるのではないかのではないかのではないかのではないか。。。。    
        
（（（（３３３３））））    以上のように当部会においては以上のように当部会においては以上のように当部会においては以上のように当部会においては幅広い観点幅広い観点幅広い観点幅広い観点から様々な意見が出されたが、基から様々な意見が出されたが、基から様々な意見が出されたが、基から様々な意見が出されたが、基

本法制の施行を前提に個人信用情報に関してどのような追加的な措置を講ずるべき本法制の施行を前提に個人信用情報に関してどのような追加的な措置を講ずるべき本法制の施行を前提に個人信用情報に関してどのような追加的な措置を講ずるべき本法制の施行を前提に個人信用情報に関してどのような追加的な措置を講ずるべき

かということについてかということについてかということについてかということについてはははは、、、、基本基本基本基本法制の法案の内容法制の法案の内容法制の法案の内容法制の法案の内容との整合性に留意しつつ、との整合性に留意しつつ、との整合性に留意しつつ、との整合性に留意しつつ、個別の個別の個別の個別の

論点を具体的に細部まで検討する論点を具体的に細部まで検討する論点を具体的に細部まで検討する論点を具体的に細部まで検討することが適当ではないかという提案があり、了承されことが適当ではないかという提案があり、了承されことが適当ではないかという提案があり、了承されことが適当ではないかという提案があり、了承され

た。た。た。た。    
                                                                                                                                                                                                    以上以上以上以上    
 


